
＜関西パビリオン京都ゾーン＞出展内容紹介 別紙２

食 京の食文化 進化する「京料理」【5/26～6/8】

出汁の香りでお出迎え、京料理の魅力と未来の形（京都料理芽生会）

ユネスコ無形文化遺産にも登録されている「和食」の真髄である「京料理」。
おいしさを五感で堪能させる高度なおもてなしの技、伝統、未来への取組みなど
「京料理」の魅力を体感できます。

文化 一座きょうと オープニングイベント【4/13～4/26】
茶道・華道のおもてなし
（表千家 不審菴、表千家 同門会 京都支部、裏千家 今日庵、
武者小路千家 官休庵、藪内家 燕庵、華道家元 池坊、京都いけばな協会）

京都ゾーン内で呈茶と生け花の展示・実演を実施し、出展者と来場者の交流により、
京都ゾーンのテーマである「一座建立」の精神を体感いただきます。

体験
ポイント！

※出展内容は一部調整中につき、今後変更となる可能性があります。 １

ここが
ミドコロ！

京を醸す【6/9～6/15】

ユネスコ無形文化遺産「伝統的酒造り」の先へ（京都府酒造組合連合会ほか）

2024年にユネスコ無形文化遺産に登録され、さらなる注目を浴びる「伝統的酒
造り」。府内各地に広がる日本酒の魅力に触れながら、ビールやジンと
いった最新の酒造りへの挑戦を展示。振舞いブースも設けられ、作り手
それぞれの思いが詰まったお酒を試飲することができます（数量限定）。

体験
ポイント！

物語の可能性【5/5～5/11】

歴史的、文化的に多様な物語をつむいできた京都から、3つの団体による
サブカルチャーから鉄道、宇宙へとイマジネーションひろがる展示をお届けします。

次世代のカルチャ―がここから生まれる！？
（京都国際マンガミュージアム、一般財団法人花山宇宙文化財団、京都鉄道博物館） ここが

ミドコロ！



※出展内容は一部調整中につき、今後変更となる可能性があります。

環境

２

京友禅サリー及びカフタンの展示（京都工芸染匠協同組合）

江戸時代から続く「京友禅」の技法で制作された南アジアの民族衣装「サリー」
とトルコの民族衣装「カフタン」を展示します。京友禅カフタンは京都ゾーンが
初お披露目の場となり、京友禅サリーも新作を発表予定です。

ここが
ミドコロ！

未来をつつむ【8/4～8/10】

未来をつくる【8/11～8/17】
放置竹林を、環境配慮型技術で高機能資源へ（サンコール株式会社）

ここが
ミドコロ！

産業

ポスト万博シティ・けいはんな【7/28～8/3】
けいはんな万博の一部を体感（けいはんな万博2025運営協議会）

「健康」「食」「環境」などウェルビーイングを向上させる最新の研究成果を展
示するとともに、京都ゾーンの操縦席から、けいはんな地区にいるアバターロ
ボットに乗り移り、けいはんなの歴史スポットや先端科学を体感できます。

融合と進化【7/21～7/27】

”ふろしき”で、大切な技術や知恵を包むユニークな形の展示で、未来に大切に繋ぎた
いものを参加者へ問い掛けていきます。社会課題に関する専門家や府内のユースを招
き、毎日異なるテーマで対話セッションを展開。独自製作された京都府の形を模った
テーブルで京都を俯瞰しながら観覧者と語らいます。

嵯峨嵐山「竹林の小径」や向日市「竹の径」といった美しい景観が思い浮かぶ竹林ですが、
放置されると荒廃し古来の生態系を侵食し災害・獣害などを引き起こします。それを、
京都の自動車部品メーカーが、独自の環境配慮型の技術を駆使し、宮津市の竹を利用した
竹炭や製品を開発・ブランド化するなど、サステナブルな社会に向けて挑戦する姿を展示
します。

写真：京都織物卸商業組合京都ふろしき会

体験
ポイント！

ふろしきから始まる、環境･社会課題との対話（京都超SDGsコンソーシアム）

体験
ポイント！



※出展内容は一部調整中につき、今後変更となる可能性があります。

観光

３

まるっと京都【9/22～10/13】

メタバースを通じて京都府域の魅力を発信
（京都学生eスポーツ協会）

メタバース上に『ミニ京都府マップ』を作成し、府内26市町村のコンテンツを
再現します。自宅に帰ってもパソコンやゲーム機からアクセスし、京都の魅力
を楽しむことができます。

ここが
ミドコロ！

京都府内の市町村をめぐるモデルコースを紹介
これまでにない新たな京都府内26市町村観光スポット、それらのスポットを周
遊するためのモデルコースを作成し、市町村職員が直接ご紹介します。
また、多様な出展者により、海の京都、森の京都・竹の里乙訓、お茶の京都そ
れぞれのエリアの魅力的な観光資源を発信します。

ここが
ミドコロ！

認知症と共に未来に向けて【9/15～9/21】
認知症の世界を体験（公益社団法人認知症の人と家族の会）

認知症当事者と家族の全国組織を有する「京都」から、京都工芸繊維大学と
連携し、インフォグラフィックを駆使したインスタレーションにより、認知
症を”知る”機会を提供します。

地域の暮らしと健康長寿【9/1～9/7】
体と心の養生、セルフケアプランの提案（南丹市）

明治国際医療大学の伊藤和憲教授が開発した体調管理アプリ
「YOMOGI＋」を活用し、養生をテーマに自分の体の状態を客観
視するとともに、それぞれの状態にあったセルフケアを体験して
いただきます。体験後も続けてセルフケアを行えるよう、南丹市
内の養生プランを紹介します。

いのち

体験
ポイント！

ここが
ミドコロ！


